
おもいやること、想像すること 
                                    校長 酒巻 克太郎 

 

１１月に入りました。運動会も終わり、実りの秋を迎えていますが、校内の児

童一人一人の学校生活の様子を見ていて「一人一人を伸ばすために、もっと期待

したいな。」ということを感じましたので、本日の講話朝会で、次のように話をし

ました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 今年 5月の講話朝会において、「自分がされて、いやなことは人にしない。」 

「自分がされて、うれしいことを人にする。」という話をしましたが、そこにも通

じるものであると感じています。 

 今の児童は、小さい頃からテレビやＤＶＤ等の映像やインターネットを介した

情報等が身の周りに溢れています。そのこと自体は、いわゆる情報化の進展によ

り、便利な生活が送れるようになったということであり、喜ばしいことです。一

方で、印象として「想像すること」「考えること」が不足している気がしています。 

 「～を言ったら、相手はどう思うか。」「（ＳＮＳに）～を書いたら、相手はどう

思うか。」など少しでも想像してほしいのです。同時に「～をしたら、相手は喜ぶ

かな。」「～を言ったら、相手を助けられるかな。」など想像できると、相手や人を、

おもいやることにつながり、日常生活に、人間関係に、潤いが生まれ、信頼が芽

生えていきます。 

 児童が「思いやりのある人」になるには、思いやられる経験をふんだんにもち、

近くに「思いやりのあるモデル」がいて、心にゆとりが必要であるとも考えます。 

 教職員もそのようなモデルとなるよう、今後も努めていきますが、保護者の皆

様におかれましても、引き続き、御協力を賜りたくお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

      
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 
   
 

『潤いと彩りのある元気な学校』  ～信頼、自信、涙～ 

         運動会 
１０月７日（土）に秋晴 

れのもと、運動会が開催さ 

れました。子供たちが一生 

懸命に活躍することができ 

ました。温かいご声援あり 

がとうございました。 

         稲刈り 
 １０月１３日（金）に、稲刈りをしました。５年生が

５月に田植えをして、稲が育つ様子を観察したり、草取

りをしたりして世話をしてきました。稲刈りの仕方をふ

れあい推進長の石井さんと学校応援団の古茂田さんに教

えて頂きました。子供たちは、収穫する喜びを味わって

いました。 

   

水深地区文化祭 
 １０月２１日（土）、２２日（日）に水深地区文化祭が

水深コミニュティセンターで行われました。全校児童が

国語や図工等で学習したことを活かして仕上げた作品を

たくさんの方に見ていただきました。文化祭終了後、作

品は校内に展示してありますので、学校にお越しの際は

ご覧ください。また、２１日（土）は水深小太鼓クラブ

の発表も行いました。 

加須市あいさつ運動 
 １０月２７日（金）に花崎駅にて、加須市あいさつ運

動に水深小学校の代表の児童と保護者、PTAの方が参加

しました。駅構内やロータリーで、元気な挨拶とともに

ティシュを配布しました。朝早くからご協力頂きました

児童と保護者の皆様ありがとうございました。 

 

 

 

  令和５年１１月１日（水） 

１１月の生活目標   『ことばづかいを ていねいにします』 

○チクチク言葉
こ と ば

を ポカポカ言葉
こ と ば

に 

 

 

お知らせとお願い 
《いっちゃんデー（学校公開）の開催について》 

 １１月３日（金）は、８時から１校時、２校時は授業を公開し、３・４校時は体育館にて「水深合唱祭」を行い

ます。水深合唱祭では、保護者の体育館の来場時刻は１０時１０分からです。保護者の観覧席を設けてありますが、

数に限りがございますので、譲り合って観覧して頂きますよう、ご協力のほど、よろしくお願いします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
《１１月は「いじめ撲滅期間」です》 
  １１月１日から１１月１０日は「いじめ撲滅期間」です。「自分を大切にすること」の学習や 
いじめの疑いがあったら即対応する等、学校でもいじめ根絶に向けて取り組んでいきます。心配 
なことや困ったことがあったら、一人で悩まず相談してください。 

 

《学年合唱発表の順番》 

３年…きょうりゅうとチャチャチャ 

１年…うたえバンバン 

４年…チャレンジ！ 

２年…世界じゅうの子どもたちが 

５年…翼を抱いて 

６年…大切なもの 

水深合唱祭 プログラム（３・４校時） 

（１）開会の言葉 

（２）校長先生の話 

（３）市内音楽会出場クラスによる合唱 

  （５年３組 ひろい世界へ） 

（４）学年合唱発表 

（５）講評 

（６）閉会の言葉 

 

 

（略）最近の皆さんの学校生活の様子から、もう１つ期待したいことを伝えます。 

一人一人の学校生活の中で、「おもいやり」のある行動が増えてほしいということです。 

「おもいやり」とは何なのでしょう？漢字で書くと、「思い」「遣り」だそうです。 

意味は、「思い」・・・心、気持ち  「遣り」・・・そちらのほうに、自分の心を向ける 

ですから、「おもいやり」とは、自分の心、思いを相手に向けること、と言えます。教室の中で、「○○
さんは、今、どんな気持ちだろう？」「自分がもし、○○さんの立場だったら、どう考えるだろう？」など
想像することから始まります。家庭生活における携帯電話等を介したＳＮＳの使い方も同じです。 

ポイントは、「相手のこと、周りのこと、を考え、想像すること」です。 

想像をもとに、声をかけたり、励ましたり、助けたり、手を差し出したりするものです。 

これが相手を、人を、おもいやるということだと思います。 

 一緒に生活している、クラスメイト、先生方、保護者、地域の皆さん、自分の周りにいる相手に対して、
おもいやる行動を今まで以上にとるように心がけてみましょう。相手のことを考えて、想像して、自分の
気持ちを行動に表してみてください。 

こうして、一人一人の学校生活が互いの支え合いの中で、充実し、実り多いものとなることを祈ってい
ます。 


